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科目名 単位 時間数 講義時期 講師 

小児看護学方法論Ⅰ １ ３０ 2 年後期    松浦信夫 

科目のねらい 

小児の健康障害の特徴と小児期に多い健康障害の病態･診断･経過･治療を学ぶ 

 

教科書  ： 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児臨床看護各論 小児看護学②  医学書院 

参考文献 ： 都度提示 

評価方法 ： 筆記試験 １００％ 

評価認定 ： 優(８０点以上)、良(７０～７９点以上)、可(６０～６９点以上)、不可(６０点未満)の 

       ４段階評価とする        

授業の進め方 

       教科書を中心に授業をすすめていきます。 

 

 

授業進度と内容 

回数 単 元 時間 学習内容 授業形態 

1 

2 

染色･先天異常、新生児の

疾患 

4 1. 染色体異常・先天異常 

1) 常染色体異常 2)性染色体異常 

2. 新生児の疾患 

1) 分娩損傷・適応障害 

2) 低出生体重時の疾患 

3) 成熟異常 

講義 

3 

4 

代謝、内分泌疾患 4 1. 代謝性疾患 新生児ﾏｽｰｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  

１)ムコ多糖症 2)骨形成不全症 

3)糖尿病１型 

2. 内分泌疾患 

1)成長ホルモン分泌不全性低身長症 

5 

6 

 

 

免疫･アレルギー疾患、

感染症 

 

4 １. 免疫疾患・アレルギー性疾患 

1)食物アレルギー 2)気管支喘息 

3)アトピー性皮膚炎 

2. 感染症 

1) ウイルス感染症 

麻疹･風疹･伝染性紅斑・水痘 

手足口病・ヘルパンギーナ 

インフルエンザ･急性灰白髄炎 

2) 細菌感染症 

百日咳･ｼﾞﾌﾃﾘｱ・溶血性ﾚﾝｻ球菌感染症 



回数 単元 時間 学習内容 授業形態 

7 

8 

9 

 

 

 

 

 

呼吸器、循環器疾患 

 

6 1. 呼吸器疾患 

1)クループ症候群 2）気管支炎・肺炎 

2. 循環器疾患 

1) 心室中隔欠損症 心房中隔欠損症 

動脈管開存症 

2) ファロー四徴症 川崎病 

乳幼児突然死症候群 

講義 

10 

11 

 

 

 

 

消化器、血液･造血器疾患 

 

 

 

 

 4 1. 消化器疾患 

1) 口唇･口蓋裂 

2) 肥厚性幽門狭窄症 ヒルシュスプリ

ング病 鎖肛 腸重積症 

3) ロタウイルス感染症 

2. 血液･造血器疾患 

1) 再生不良性貧血 溶血性貧血 

2) 特発性血小板減少性紫斑病 

3) 好中球減少症  

4) 血友病 

 

12 

13 

 

 

 

 

悪性新生物、 

腎･泌尿器疾患 

 

 

 

 4 1. 悪性新生物 

1) 急性リンパ性白血病 

急性骨髄性白血病 

2) 神経芽腫 

2. 腎･泌尿器疾患 

1) 糸球体腎炎 ネフローゼ症候群 

2) 神経芽腫 ウイルムス腫瘍 

3)  

14 

15 

神経疾患、事故･外傷 

救急蘇生法 

 

 

 

4 1. 神経疾患 

1) てんかん 脳性麻痺 

2) 二分脊椎 水頭症 

2. 事故･外傷 

1) 溺水 2)熱傷 3)熱中症 

3. 子どもの救急蘇生法 

 

単位修得認定試験 1 筆記試験 

 



 

科目名 単位 時間数 講義時期 講師 

小児看護学方法論Ⅱ １ ３０ 2 年後期 宮部麻衣子  野口みどり 

科目目的 ：病気や障がいを抱く小児とその家族の特徴を理解し、小児とその家族に必要な看護を 

実践するための知識・技術・態度を身につける 

目標 ： １．病気･障害を持つ子どもと家族の特徴と看護の役割が理解できる 

     ２．子どもを取り巻く環境や生活の場、災害などの状況に特徴づけられる看護につい 

て理解する       

     ３．疾病の経過から看護の特徴を理解し、子どものｱｾｽﾒﾝﾄに必要な知識･技術を学ぶ 

     ４．障がい児看護の基礎的知識と子どもの虐待と看護について学ぶ 

     ５．小児技術･看護過程の展開方法を学ぶ 

教科書  ： 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学概論 小児臨床看護総論 小児看護学① 

       医学書院 

参考文献 ： ﾅｰｼﾝｸﾞ・ｸﾞﾗﾌｨｶ 小児看護学② 小児看護技術  MC メディカ出版 

評価方法 ： 筆記試験１００％ 宮部３０％  野口７０％（筆記 40％ ・看護過程の展開 30％）   

評価認定 ： 優(８０点以上)、良(７０～７９点以上)、可(６０～６９点以上)、不可(６０点未満)の 

       ４段階評価とする       

授業の進め方 

   子どもの健康問題と看護に焦点を当て、経過別・治療処置別・症状・状況別看護を学び、小児と 

その家族に必要な看護を学習します。事例による看護過程の展開と小児の看護技術演習を行い、 

学習内容が活用できるように進めていきます 

単元：病気・障害を持つ子ども     担当講師：宮部麻衣子 

単元：子どものアセスメント 症状を示す～小児の看護技術・看護過程 担当講師：野口みどり 

 

授業進度と内容 

回数 単 元 単元目標 時間 学習内容 授業形態 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気･障害

を持つ小児

と家族の看

護 

 

 

 

 

 

 

病気・障害をもつ

小児と家族の特徴

と看護の役割を知

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 病気･障害が子どもと家族に与える

影響 

・子どもの病気･治療に伴うストレス 

･子どもの病気･障害に対する家族の

負担、ストレス 

2. 子どもの健康問題と看護 

・苦痛の緩和、意思決定の支援 

セルフケアの支援 

・子どもの日常生活に関わる看護 

・子どもと家族の看護 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

回数 単 元 単元目標 時間 学習内容 授業形態 

2 

 

 

 

 

 

状況に特徴

付けられる

看護 

 

 

 

 

 

状況（環境）に応じ

て、子どもと家族

の看護を理解する 

 

 

 

 

 

 2 

 

 

 

1. 入院中の子どもと家族の看護 

・子ども家族の特徴 

・治療入院生活を支える看護 

2. 外来における子どもと家族の看護 

・外来の特徴と看護の役割・外来環境 

3. 在宅療養中の子どもと家族の看護 

・在宅医療の背景と意義、社会資源     

4. 災害時の子どもと家族の看護 

・災害時の子どもと看護の特徴とその看護 

 

 講義 

 

 

  

 

3 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

疾病の経過

と看護 

 

 

 

 

 

 

 

 

疾病の経過から看

護の特徴を理解す

る 

 

 

 

 

 

 

 

4 1. 慢性期にある子どもと家族の看護 

・特徴と子どもに与える影響 

・セルフケア能力、自立した成人患者 

2. 急性期にある子どもと家族の看護 

・苦痛の緩和、倫理的配慮 

3. 周手術期の子どもと家族の看護 

・手術の特徴、術前後の看護 

4. 終末期の子どもと家族の看護 

・死についてのとらえ方 

・子どもをなくした家族の看護 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 小児の 

ｱｾｽﾒﾝﾄ 

 

 

ｱｾｽﾒﾝﾄに必要な身

体計測および身体

診査の方法を理解

する 

2 1. ｱｾｽﾒﾝﾄに必要な技術 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ､ﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝ、身体測定 

2. 身体的ｱｾｽﾒﾝﾄ 

・呼吸器、循環器、消化器、運動･神経系 

 講義 

6 

7 

 

症状を示す

小児の看護 

子どもに起こりや

すい症状とその看

護を理解する 

4 1. 不きげん、啼泣、呼吸困難、発熱 

嘔吐、下痢、便秘、脱水、発疹 

けいれん、黄疸 

 講義 

8 障害のある

小児と 

家族の看護 

子どもと家族の支

援について理解す

る 

2 1. 障害のとらえ方 

2. 障害のある子どもと家族の特徴 

3. 障害のある子どもと家族の社会的支援 

 講義 

小児の 

虐待と看護 

1. 虐待の定義とタイプにおける特徴 

2. リスク要因と発生予防･早期発見 

3. 虐待に特徴的にみられる状況 

4. 求められるケア 

９ 

10 

 

検査･処置

を受ける小

児の看護 

小児の特殊技術･

治療･処置別看護

を理解する 

4 

 

 

1. 子どもにとっての検査･処置体験 

2. 薬用量の決定 

3. 検査･処置 

講義 

 

 



 

回数 単 元 単元目標 時間 学習内容 授業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・与薬、輸液管理、抑制、検体採取 

（採尿・採便、骨髄穿刺、腰椎穿刺） 

・酸素療法、吸入療法、鼻口腔吸引 

・小児の救急蘇生法 

DVD 視聴 

｢小児看護技

術３～５ 

巻｣ 

11 

12 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小児と家族

の看護過程

展開技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小児の特徴を理解

し、健康障害をも

つ小児及びその家

族の看護が考えら

れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.演習項目：紙上事例による看護過程展

開演習 

事 例：2 歳女児 初回入院 

経過別：肺炎の急性期 

2.学習方法 

 1)看護過程演習ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

  ・事例紹介 ・ｱｾｽﾒﾝﾄの視点説明 

  ・既習知識の活用方法 

  ・ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ ・記録提出方法 

 2)学習の取り組み 

(1)発達段階･発達課題の特徴 

(2)疾患に関する解剖生理･病態 

(3)肺炎の看護(症状別･治療処置

別・状況別看護） 

(4)急性期の看護 

(5)初回入院における環境の整え方 

 3)アセスメント 

(1)データーベースの記載 

(2)S/O 情報の整理 

(3)充足･未充足の判断とその理由 

 4)関連図･看護課題の明確化 

  (1)関連図の作成 

(2)看護課題の明確化 

  (3)課題の優先順位と決定理由 

 5)看護計画立案 

    (1)看護目標･解決目標 

  (2)具体的看護計画 

3.評価方法 

 1)看護過程の評価方法 

  提出された看護過程の記録の内容 

と取り組む姿勢について、評価表 

を基に点数化する 

 

看護過程演

習 

 

 

 

 

 

 

 

個人ﾜｰｸ 

 

 

 

 

 

 

個人ﾜｰｸ 

 

 

 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

 

 

 

個人ﾜｰｸ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

回数 単 元 単元目標 時間 学習内容 授業形態 

14 

15 

検査処置を

受ける小児

の技術演習 

 

 

小児の安全･安楽･

自立を考慮し適切

な手順と技法を用

いて必用な小児の

基礎技術を習得す

る 

 

 

 

 

 

4 1.学内実習  

 1)採尿パックの貼付(尿採取) 

 2)点滴固定方法:体位の支え方、点滴 

刺入部の固定(点滴シーネ) 

 3)ﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝ測定･身体計測 

 4)環境調整･環境の整え方 

2.学習方法 

1)援助計画書に沿って技術の実施 

2)技術チエックリストによる技術の

評価 

3.リフレクション 

 1)リフレクションシートの記載 

 2)技術チエックリスト･リフレクショ

ンシートを用い、担当教員から個

別指導･助言 

技術実習 

単位修得認定試験 1 筆記試験・看護過程演習評価表で評価する 

 

事前課題：看護過程展開のための学習として、すでに学習した内容が想起できるようノート整理をして

ください。１．小児の気管支・肺の構造と特徴、２．小児看護で用いる理論(ｴﾘｸｿﾝ･ﾋﾟｱｼﾞｪ) 

３．小児の急性期の看護、４．症状別看護（発熱･咳・脱水）、６．治療処置（吸入･輸液管理） 

７．小児・家族ｱｾｽﾒﾝﾄ(発達段階･発達課題) 

事後課題：看護過程記録･看護計画の提出 提出：講義終了 3 日後  

        



科目名 単位 時間数 講義時期 講師 

  母性看護学方法論Ⅱ １ ３０ ２年後期 山本哲三 吉田かつえ 

科目目的 :  母性各期に起こりやすい疾患と異常の徴候を学び、健康障害の予防に必要な看護が実践 

できるための基礎的知識・技術・態度を身につける 

科目目標 :  １．母性のライフサイクル各期に起こりやすい疾患とその看護について学ぶ 

             ２．妊娠・分娩・産褥経過中にみられる異常について学ぶ 

       ３．周産期にある対象の看護過程の展開について学ぶ 

教科書  ： 系統看護学講座 母性看護学各論 母性看護学②  医学書院 

       系統看護学講座 成人看護学(9) 女性生殖器    医学書院 

参考文献 ： 都度紹介               

評価方法 ： 筆記試験 100%  山本 70%   吉田 30%(筆記 15%演習 15%) 

評価・認定：優(80 点以上)、良(70 点～79 点)、可(60 点～69 点)、不可(60 点未満)の 4 段階評価とする 

授業の進め方 

看護過程ではグル－プ学習があります 看護過程に関する事前学習(復習)をして参加して下さい 

看護過程の既習資料を持参して下さい 

単元: 妊娠の異常 分娩の異常 産褥の異常 

   ライフサイクルに関連した生殖器疾患と看護 

担当講師: 山本哲三 

 

単元: 看護過程 担当講師: 吉田かつえ 

 

授業進度と内容 

回数 単 元 単元目標 時間 学習内容 授業形態 

1 

2 

3 

  

妊娠の異

常 

異常妊娠と看護に

ついて学ぶ 

 

6 妊娠の異常 

1．ハイリスク妊娠 

2．妊娠期の感染症 

3．妊娠疾患 

4．多胎妊娠 

5．妊娠持続期間の異常 

講義 

4 

5 

分娩の異

常 

分娩に伴う異常と 

看護について学ぶ 

4 分娩の異常 

1．産道の異常 

2．娩出力の異常 

3．胎児の異常による分娩障害 

4．胎児の付属物の異常 

5．胎児機能不全 

6．分娩時の損傷 

7．分娩第３期および分娩直後の異常 

8．分娩時異常出血 

9．産科処置と産科手術 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



回数 単 元 単元目標 時間 学習内容 授業形態 

6 

 

 

産褥の異

常 

 

 

産褥の異常と看護

について学ぶ 

 

2 

 

 

産褥の異常 

1．子宮復古不全 

2．産褥期の発熱 

3．産褥期血栓  

講義 

7 

8 

9 

ライフサ

イクルに

関連した

生殖器疾

患と看護 

母性各期に起こり

やすい疾患とその

看護について学ぶ 

 

6 

 

思春期・成熟期・更年期疾患の看護 

1．性分化疾患 

2．臓器別疾患 

3．機能的疾患 

4．感染性疾患 

 講義 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護過程 妊娠、分娩、産褥

期の特徴を理解し 

セルフケア能力に

視点をおいた看護

を展開できる 

 

2 

 

 

1．紙上事例による看護過程展開演習 

 事例：産褥期にある 32 歳 

<講義> 

1) オリエンテーション 

2) 紙上事例の紹介 

<個人ワーク> 

1) 基本的欲求に影響を及ぼす常在条

件・変容させる病理的状態に関する情

報の整理（提出） 

 

講義 

 

 

 

 

個人ワー

ク 

2 

 

 

<講義> 

1) 基本的欲求に影響を及ぼす常在条

件・変容させる病理的状態に関する

情報の整理について説明 

2) 母性看護学の看護過程の展開の特徴 

  (1) 情報の分析・解釈の視点 

  (2) ウェルネス型看護診断について 

  (3) 下記の項目に対して情報の分析･

解釈、看護課題の明確化を看護過

程展開例の提示・説明 

①褥婦：「栄養」「活動･姿勢」「環

境」「コミュニケーション

「信仰」「レクリエーショ

ン」 

②新生児：「呼吸、体温」「清潔」 

<個人ワーク> 

次の項目に対して情報の分析･解 

釈、看護課題の明確化を提出 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人ワー

ク 

 



回数 単 元 単元目標 時間 学習内容 授業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

①褥婦：「呼吸、循環、体温」「排

泄」「休息･睡眠」「衣類･清

潔」「役割･達成感」「学習」 

    「性」 

②新生児：「栄養」「排泄」 

個人ワー

ク 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<講義> 

1) 下記の情報の分析・解釈、看護課 

題の明確化を看護過程展開例の提 

示・説明 

①褥婦：「呼吸、循環、体温」「排

泄」「休息･睡眠」「衣類･清

潔」「役割･達成感」「学習」

「性」 

②新生児：「栄養」「排泄」 

<個人ワーク>(提出) 

1) 関連図と看護課題の優先順位の決定

とその根拠を考え、看護課題を提出 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人ワー

ク 

2 <講義> 

1) 看護課題の優先順位の決定とその根

拠と看護課題を提示説明 

<個人ワーク>（提出) 

1) 看護計画立案 

講義 

 

 

個人ワー 

ク 

2 

 

<グループワーク> 

1) 看護計画立案（提出） 

   個人で立案した計画をもとに再検討 

グループ

ワーク 

2  グル－プ発表会 

  提示する看護課題に従い発表 

 

評価方法 

 看護過程提出物による評価 

 

単位修得認定試験 １   筆記試験  演習(看護過程提出物) 

 



－６６－



－６７－



－６８－



－６９－



－７０－



－７１－



－７２－



－７３－



－７４－



－７５－



－７６－


